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～「ubiquitous（ ユビキタス）」とは「どこにでも存在する」を意味するラテン語。 

「いつでも、どこでも、だれでも」関わることのできるネットワーク環境のこと ～ 

 
 

須坂市立常盤中学校の取組 －「常中ルール」を活用した家庭でのルールづくり－ 
 

 今回は、生徒会で作成したルールを活用し、保護者とともに生徒のインターネット利用の

主体的なルールづくりを推

進しようとしている須坂市

立常盤中学校の取組につい

て紹介します。 

7月10日(火)の授業参観

日では、生徒はSNSを利用

したコミュニケーションに

ついて学習し、保護者は授業

参観後、インターネットの利

用について、講演を聴きまし

た。講演会では、生徒と同じ

教材を使用し、SNS を介し

たインターネットの扱い等

について考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「どう答えるべき？」ネットでのコミュニケーション(生徒編) 

「グループトークでクラスの一人を無視しようとコ

メントを求められたとき、あなたはどう答えます

か」という課題について、各自の考えを付箋に記入

し、班ごとに、注意・同調・傍観の3つに色分け

されている画用紙に発表しながら貼りつけ、班内で

意見交換をしました。その後 クラス全体の様子を

黒板で確認しながら話し合いました。 

常中ルールは… 

「自分の心と体の健康を守ろう」 

「友情を守ろう」 

「プライバシーを守ろう」 

の3つの観点で構成。 

（年度当初全家庭に配布、 

H28年度いじめ防止子ども 

全国サミットで紹介された）  

授

業

風

景 



 
 

 

 
 

 

「どう答えるべき？」ネットでのコミュニケーション(保護者編) 

ＰＴＡ講演会では、上田千曲高校伊藤卓也教諭のお話を聞

き、インターネット利用について学びました。まずは、生徒

と同じ授業課題を体験し、一方向型のコミュニケーションの

難しさや、子どもたちが日々直面している悩みを実感するこ

とができました。 

後半では、「常中ルール」を家庭内でどのように活用して

いるか、グループで話し合いました。常中ルールには、家庭ではなかなか決めにくい時間的

な約束、相手を思いやる気持ちや自分の守り方など、重要なことが多く記述されていること

を再確認しました。その上で、各家庭での「常中ルール」のよい活用法や、子どもと一緒に

どのようにルールづくりを推進していくか検討しました。 

 

  

 

 

 

  

 

 

常盤中学校のように、学校が保護者と連携した取組をすることがとても重要です。この取

組を参考にし、各学校の状況に合わせて、学校、家庭が協力して、生徒による主体的な取組

を支援していくことが重要だと思います。 
 

 

※「ユビキタス＠ｎａｇａｎｏ」のバックナンバーや指導資料などをダウンロードできます。 
 長野県教育委員会ＨＰ  ＞  生徒指導  

ＵＲＬ http://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/shido/index.html 
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・仲の良い友だちに書かれたら、ショ

ックで人のことを信じられなくな

る。だから絶対同調はしない。 

・文字だけでは伝わらないこともあ

るし伝わりにくい。自分が思ってい

ることを、自分の言葉で伝えた方が

よい。 

・その場のノリで、そこにいない相手

を傷つけてしまうことがないよう

に自分の考えで行動したい。 

生徒の感想 

・当たり障りのない文面で会話する大人と違い、子どもはストレートに言ったり、友だちの言葉

に簡単に同調したりするので、思いもよらないことに発展していく怖さを感じた。 

・子どもとどう向き合うか、押しつけでなく一緒に考えたい。 

・子どもを守るべき所はしっかりと守りたい。そのためにも常中ルールは重要であると思う。 

・親子だけでなくみんなでルールを守っていく雰囲気を作っていきたい。 

・常中ルールを子どもとともに繰り返し確認し、家庭でのルールづくりに役立てたい。 

・今一度、子どもと一緒に今日の資料と常中ルールを読み、一緒に家庭のルールを考えたい。 
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１年生の教材(総合教育センターの教材) 

よくないことだと分かっていても、その思いをSNS

内で表現することの難しさを学び、どのように行動す

ることがよいか一生懸命考えました。 

http://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/shido/index.html

